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1. 履修方法

1.1　カリキュラムの構成

　
履
修
方
法

　本履修要綱は、三重県・三重大学　みえ防災・減災センター（以下、セン

ターと表記。）の事業として実施するみえ防災塾の２つのコース、「さきも

り応用コース」、「さきもり基礎コース」の履修に必要な事項を示したもの

であり、主な内容は履修方法、受講に係る留意事項、教育課程表、教授要目

です。

　この履修要綱の内容をよく読んで理解するとともに、必要となった時は、

これを参照して、履修に際して誤りのないように注意してください。

　センターの事業として実施するみえ防災塾の２つのコース、「さきもり応用コース」、
「さきもり基礎コース」のカリキュラムは、５つの科目と１つの集中セミナーから構成
されています、また、各コースは定められた修了要件（必要取得科目数）に従って履
修する必要があります。修了するためには、３章の表１（７ページ）に示す教育課程
表の中から、定められた必要科目を履修する必要があります。
　図１（４メージ）にカリキュラムの全体構成を示します。
　図２（４ページ）に入塾から修了までに必要となる履修方法等の流れを示します。
　「さきもり応用コース」を修了すると、修了証書、「三重のさきもり」認定証、学
校教育法第105条に基づく履修証明書を交付します。（大学院生には「三重のさきも
り」認定書を交付します。）
　「さきもり基礎コース」を修了すると、修了証書、「三重のさきもり補」認定証を
交付します。

1.2　科目の基準

特論科目（科目名に”特論”と明示されている科目）　　　　15時間で１科目
演習科目（科目名に”演習”と明示されている科目）　　　　30時間で１科目
実習科目（科目名に”特別研究”と明示されている科目）　　90時間で１科目
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1.3　成績評価 履
修
方
法　履修した授業科目の成績は、AA・A・B・C・Dの兵庫で評価され、AA・A・B・Cを

合格とします。

1.4　成績評価に対する照会と申立手続きについて

　各科目の成績評価について疑問が生じた場合は、照会する事ができます。詳細につ
いては、工学部のホームページに記載してあります。
　具体的な手続きについては、センターおよび工学研究科チーム学務担当に問い合わ
せください。（学務連絡先：059-231-9469）

1.5　修了要件（必要科目数）

　「さきもり応用コース」を修了するためには、１年以上在学し、指定の５科目の履
修（さきもり特別研究による研究成果報告書の提出を含む。）と集中セミナーを受講
して、修了判定を受けなければなりません。
　「さきもり基礎コース」を修了するためには、指定の２科目の履修と集中セミナー
を受講して、修了判定を受けなければなりません。
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履
修
方
法

図1　カリキュラムの全体構成

さきもり応用コース
カリキュラム

入　塾

防災実践基礎特論

防災実践基礎演習

防災実践応用特論

防災実践応用演習

さきもり集中セミナー

さきもり特別研究
（研究成果報告書の提出・発表）

さきもり基礎コース
カリキュラム

防災実践基礎特論

防災実践基礎演習

防災実践応用特論

防災実践応用演習

さきもり集中セミナー

必修科目

選択科目（申請により受講可能）

さきもり応用コース

５科目の履修と
さきもり集中セミナーの

受講
（さきもり特別研究による　　　
　　研究成果報告書作成を含む。）

研究成果報告書の提出・発表

修了判定

修了
修了証書交付
履修証明書交付

「三重のさきもり」認定

図2　入塾から修了までの流れ

入　塾

さきもり基礎コース

２科目の履修と
さきもり集中セミナーの

受講
（希望者は他の科目の講義も　　
　　　　　申請すれば受講可）

修了判定

修了
修了証書交付

「三重のさきもり補」認定

希望者は、次年度以降

さきもり応用コースへ
ステップアップ

※プログラムは変更する可能性があります。
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2.1　テキスト代等その他の費用

留
意
事
項

　受講生が授業で使用するテキストの代金及び授業に係るその他の費用は、受講生の
負担となります。

2.2　休講及び教室変更

　授業担当教員のやむを得ない事情等により、開講日、時限、教室を変更したり、講
義を取り止めたりする（休講）場合がありますので、あらかじめご承知おきください。
　なお、休講については、ホームページでご案内させていただくと共に、入塾の際に、
調書に記入いただいた緊急連絡先（メール又は携帯電話）に連絡させていただきます。

暴風警報・大雨警報等の措置
　三重県北部又は中部区域のいずれかの市町※１に、特別警報※２、暴風警報、暴風
雪警報、伊勢湾に大津波警報、津波警報のいずれかが発表された場合の授業（成果報
告会含む。）（以下、授業等と表記。）は休講とする。ただし、これらの警報が解除
された場合は次のとおり取り扱うものとする。
（１）発表された特別警報、暴風警報、暴風雪警報、大津波警報、津波警報のいずれか
　　　が午前６時までに解除されない場合は、午前の授業等を休講にする。
（２）発表された特別警報、暴風警報、暴風雪警報、大津波警報、津波警報のいずれか
　　　が午前10時までに解除されない場合は、午後の授業等を休講にする。

みえ防災塾長は、次の場合、センターに休講措置を指示するものとする。
（１）津市に大雨警報及び洪水警報が同時に発表され、本学周辺に洪水が発生又はその
　　　のおそれがある場合
（２）三重県北部又は中部区域のいずれかの市町に大雨警報及び洪水警報が同時に発表
　　　され、交通機関への影響により通学が困難である場合又はそのおそれがある場合
（３）三重県北部又は中部区域のいずれかの市町に大雪警報が発表され、交通機関への
　　　影響により通学が困難である場合又はそのおそれがある場合
（４）上記以外の場合において、授業等を実施することが困難であると予想される場合

交通スト又は悪天候等により通学困難な場合の取り扱いについて
（１）各講義担当教員は、交通スト又は悪天候等により通学困難な受講生が授業等を欠
　　　席した場合において、受講生の申し出に基づき、その受講生が通学不能であった
　　　と判断した時は、本人の不利益にならないよう配慮するものとする。

※１
　　「いずれかの市町」とは下記に示す市町
　　　三重県北部区域：桑名市、四日市市、鈴鹿市、亀山市、いなべ市、
　　　　　　　　　　　木曽岬町、東員町、菰野町、朝日町、川越町
　　　三重県中部区域：津市、松阪市、多気町、明和町

※２
　　「特別警報」とは下記に示すもの
　　　大雨・暴風・高潮・波浪・暴風雪・大雪の各特別警報

2. 受講に係る留意事項
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留
意
事
項

2.3　補講の方法
　やむを得ない事情（急な公務や出張、病気等）で、欠席した授業について、補講を
受けることにより、授業への出席と認める場合があります。
　補講の方法は授業により異なります。詳しくはセンターにお問い合わせください。

2.4　呼び出し等
　授業中その他、受講生への連絡や呼び出しには応じられません。

2.5　授業時の注意
（１）授業の途中での教室への入退室は、授業の妨げになりますのでご遠慮ください。
（２）授業中の飲食はご遠慮ください。また、授業中は携帯電話の電源をお切りください。
（３）受講にあたり、本学が行う教育及び研究に支障をきたさないよう努めていただく
　　　とともに、授業担当教員及び事務局職員の指示に従ってください。

2.6　受講の停止
　受講生は、授業時の注意に違反し、又はふさわしくない言動等を行い、本学の秩序
を乱した場合は、その者の受講を停止させることもあります。
　なお、受講停止の場合であっても、既納の授業料・受講料は返還できません。

2.7　損害賠償
　受講生は、故意又は重大な過失により本学の施設、設備等を滅失、損傷又は毀損し
た時は、速やかにセンターに届け出るとともに、これを原状に回復し、又はその損害
を賠償していただきます。

2.8　附属施設の利用
　受講生は、大学の附属図書館や食堂等が利用できます。

2.9　通学方法
　本学では、受講生の自動車通勤は原則として禁止していますので、公共交通機関を
利用してください。（裏表紙の裏面をご参照ください。）

2.10　休日等の校舎への立ち入り
　開講日以外の土曜日、日曜日、祝日、夏季一斉休業日、臨時休業日、年末年始等は、
校舎に立ち入ることはできません。

2.11　その他
（１）既納の検定料、入学料及び授業料・受講料はいかなる事情があっても返還できま
　　　せん。
（２）通学定期や学割の使用はできません。
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3.1　さきもり応用コース、さきもり基礎コース科目

留
意
事
項

3. 教育課程表

表1　さきもり応用コース、さきもり基礎コース科目

授　業　科　目　名 担　　当　　教　　員

防災実践基礎特論

防災実践基礎演習

防災実践応用特論

防災実践応用演習

さきもり集中セミナー

さきもり特別研究

平原和朗（京都大学）、水谷法美（名古屋大学）、立花

義裕（生物資源学研究科）、花里利一（工学研究科）、酒

井俊典（生物資源学研究科）、宮岡邦任（教育学部）、三

重県防災対策部職員、三重県警察本部職員、津市消防本

部職員、津地方気象台職員

三宅諭（岩手大学）、中林一樹（明治大学）、浅野聡（工

学研究科）、奈良由美子（放送大学）、川口淳（工学研究

科）、塚本明（人文学部）、津久井進（芦屋西宮市民法

律事務所）、石井美恵子（東京医療保健大学）、武田多

一（医学部附属病院）、菅原康雄（菅原動物病院）、南

部美智代（災害ボランティアネットワーク鈴鹿）、国土

交通省中部地方整備局職員、阿部寛之（山田町社会福祉

協議会）、水木千春（地域防災・減災研究センター）

三島直生（工学研究科）、市古太郎（首都大学東京）、葛

葉泰久（生物資源学研究科）、瀧本浩一（山口大学）、川

合一明（地域地震情報株式会社）、吉井博明（東京経済大

学）、溝口明（医学系研究科）、山本憲彦（医学系研究

科）、磯和勅子（医学系研究科）、浅野聡（工学研究科）

三島直生（工学研究科）、市古太郎（首都大学東京）、山

田孝（生物資源学研究科）、瀧本浩一（山口大学）、川合

一明（地域地震情報株式会社）、吉井博明（東京経済大

学）、未定（医学系研究科）、山田典一（医学系研究科）、

田口修（医学系研究科）、丸山一男（医学系研究科）、磯

和勅子（医学系研究科）、平松万由子（医学系研究科）、

服部由佳（医学系研究科）、北川亜希子（医学系研究科）、

林克己（防災室）、川本孝司（白塚小学校）、山本

康史（みえ防災市民会議）、長谷川聡子（株式会社Will

Staff）、浅海義治（氷見市役所）

各指導教員

浅野聡（工学研究科）、大野研（教養教育機構）、高田裕

市（株式会社都市環境研究所）
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教
育
課
程
表

3.2　開講スケジュール
　入塾式は2016年4月9日、卒塾式は2017年3月18日に行います。
　授業は土曜日午後（13:00～18:00）の開講を基本とし、原則として、
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教
育
課
程
表

　基礎特論・演習、特別研究は工学部、応用特論・演習、集中セミナーは環境・情報科学館にて行います。
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育
課
程
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教
授
要
目

4. 教授要目

防災実践基礎特論

防災実践基礎演習

防災実践応用特論

防災実践応用演習

さきもり集中セミナー

さきもり特別研究
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三重大学構内図

アクセス

 

三重県・三重大学　みえ防災・減災センター

P B L演習室（3階）

2 1番教室（2階）

1 5番教室（1階）

大会議室（1階）

大学病院前 大学病院

津駅東口（4番のりば）



三重県・三重大学　みえ防災・減災センター 　
〒514－8507　三重県津市栗真町屋町1577

三重大学社会連携研究センター３F 

TEL：059-231-9952　　FAX：059-231-9954

Mail：center@dimo.mie-u.ac.jp




